
西

域
出
 土
議資
料

に
よ

る
由
・世
佛

教

生
活

の

一
錨
剛
 (
小

笠

原
埋)

西
域
出
土
資
料
に
よ
う
中
世
佛
教
生
活

の

一
勧

小

笠

原

宣

秀

一

こ
こ
に
佛
教
生
活

と
い
う
は
、
佛

教
精
神

に
則
る
行
儀
作
法
に
基

い
て
行
わ

れ
る
敬
慶
な
精
神
生
活

の
在
り
方
を
指
す
。

古
來
檜
伽

の
四
衆
と
構

さ
れ
る
肚

會
階
級
は

一
面
に
傳
統
的
な
規
範
に
從

い
つ
、

他
面

に
時
代
相
礁

の
特
性
を

あ
ら

わ
し

つ
、

三
寳
供
養

を
中
心
と
し
た
宗
教
生
活
を

展
開

せ

し

め

て

い

る
。

私
は
中
國
中
世

圭
と
し
て
六
朝

及
び
階
.唐
時
代
を
指
す

に
お
け

る
佛
教
徒

の
い
わ

ゆ
る
佛
教
生
活
を
考

察
す
る

こ
と
に
よ
り
、

此

の
時
代

の
宗

籔

と
し
て
の
佛
教

の
究
明
に
資
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

中
世

の
佛
教
徒
た

る
出
家
曾
尼
と
、
在
家
信
士
信
女
に
お

い
て
、
守
ら
る

べ
き
生
活
規
範

の
原
則

は
、
在
家

で
は
五
戒
、

特
別
に
は
入
戒
、

出
家

で
は
十
戒
よ
り
具
足
戒

ま
で
、

」更

に
は
大
乗
思
想

に
基
く
優
婆

塞
戒

・
梵
網
菩
薩
戒
等

の
規
定
が
存
在
し
た
わ

け

で
あ
る
が
、
そ

の
他
種

々
の
團
謄
的

ま
た
は
閣
家
的
律
法
が
あ

つ
た
。

か

」

る
規
範
規
定
律
法

の
嚴
守
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

他
面

に
は
信
仰
生
活

の
表
現

と
し
て
の
三
賓
供
養
ま
た
は
修

功
徳

の
行
業
は
、

奇
特
者

・
篤
信
者

或
は
有

力

な
壇
越

に
よ

つ
て
熱
心

に
修
せ
ら
れ
て

い
た
。

そ
れ
ら

の
具
瞠
的
な
佛

教
生
活

の
状
況
は
、

從
來
傳
記

・
金
石
文
字

の
研
究
に
よ
り
明
ら

か

に

さ

れ

來

つ

た

が
、

近
時
西
域
出
土
資
料
、

特
に
緻
焼
資
料

に
よ
つ
て
千
年
以
前

の
形

の
ま

」

が
参

照
さ
れ
非
常

に
進
捗

し
た
。

私
は
新
た
に
龍
谷
大
學
所
藏
と
な

つ
た
大
谷
探
検
隊
將
來

の
西
域

出
土
資
耕

に
よ

つ
て
中
世
佛
教
生
活

の

一
端
を
論
述

し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

し
か
し

一

言
す

べ
き
は
、

此

の
新
資

料
は
昭
和
十
八
年
春

以
來
調
査
研
究
が
開
始

さ
れ
た

の
で
あ
り
、

私

の
預

つ
た
も

の
は
圭
と
し
て
法
制

・
経
濟

肚
會
關
係

の
古
丈

書
類

で
、
そ

の
藪
約

五
千
黙

と
概
算

さ
れ
る
中
に
は
、
多
量

の
少
圏
片

と
鼠

の

集

の
如
き
文
書

の
塊
り
を
す

ら
含

ん
で
お
り
、

殆
ど
綜
合
復
原
の
手
綾
を
要
す

る
の
で
、
現
に
調
査
研
究

の
途
上
に
あ

る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
今

日
ま

で
に

検
出
し
え
た
も

の
の
中
か
ら
、

興
味
あ

る
も

の
若
干
を
揚
出
し
、
そ

の
文
書

の

も

つ
意
昧
を
佛
教
生
活
と
關
蓮

せ
し
め
て
考

え
る

こ
と
と
す
る
。

二

の

所
願
文

(
十

一
行
)
九
、

二
×
七
、

四

マ
マ

カ

脇

一
爾
具
。
靴

一
爾
。
紫
羅
尖
一
穎
。
中
衣
澤
杉

一
具
。
白
綾
大

カ

一
且
ハ
。錦
繍
黄
姻俸
一
且
ハ
。曽系
綾
摺
級
綾
偉

一
且
ハ
。銀
影口
一
且
ハ
。粗

級
胡
粉
具
。
箭
刀
尺

一
且
ハ
。銀

文
刀
子
一
口
。
級
錦
五
十
張
。
雑

練

一
千
段
。
金
銀
銭
二
萬
文
。
石
尖
三
舛
。
五
繋
具
玉
レ七
一
爾
。
使
。

糸
萬
ζ
九
千
丈
。
重
光
三
年
壬
午
歳
十
二
月
二
日
大

徳
比
丘
果
願
。
敬
移
五
道
大
紳
。
佛
弟
子
持
佛
五
戒
。

專

脩
十
善
。
宜
向
遽
齢
未
保
難
老
。
而
號
天
不
吊
不
得
奄

遇
留
尋
。

急
≧
如
律
令
。

清
書
張
堅
固
。カ

蒔
見

李
定
度
。

若
欲
求
海
東
頭
。
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カ

若
欲
覚
海
西
辟

(壁
)
。不
得
奄
留

尋
。

急

如
律
令
。

(2)
 
所
陥
腿文

(
十
四
行
)

六ハ
、
○

×

一
四
、
○

一
且
ハ
。玉
脱

一

脚
赦

一
枚
。

白
綾
摺

布
杉
袴

銀
幣
跡
嚢

一
。
銅
完
弓
箭

一
且

カ

カ
遙
宅
任
被
表
綾
練
及
羅
十

文
銀
銭
五
萬
文
。
錫
人
五
十
石
灰

紅
萬
々
九
千
丈
。
上
件
前
條
悉
是
卒

壽
九
年
壬
歳
辰
閏
八
月
廿
二
日
。
大
徳
比

神
佛
弟
子
清
信
士
呉
君
範
。
持
佛

遽
齢
永
保
難
老
。
昊
天

不
吊
何
期

。
幸
勿
呵
留
任
意
聴
過
。
清
書
張

カ

海
東
須
ゆ
若
欲
資
海
西
壁
。
不

律
令
不
得
佳
。

(1)
 は
比
丘
果
願
、
(
2
)
は
清
信
士
臭
君
範

の

「永
保
難
老
」
邸

ち
延
年
長
壽

の

所
願
文

で
、
い
ず
れ
も
高
昌
國

の
年
號
を
記
す
こ

と

を

注
意

し

た

い
。
(
1
)
は

「
重
光
三
年
壬
午
歳
」
(
2
)
_
は

「
延
壽
九
年
壬
辰
歳
」

の
も

の

で
、
共

に
高
昌

(
1
)

國
王
麹
文
泰

の
世

で
あ
る
。
羅

振
玉

『
高
昌
麹
氏
年
表
』

に
依

る
に
、
(
2
)
は
唐

高
租
武
徳
五
年

(
六

二
一
一)
、
(
2
)
は
唐
太
宗
真
観
六
年

(
六
三

二
)

に

當

る
。

印

ち
唐

の
初
世

で
あ
る
。

而
し
て
そ

の
文
言
に

「
敬
移

五
道

大
神
」

巴
か

「
急

々
如
律
令

」
等

の
道
教
的
要
素
と

の
習
合
が
認
め
ら
れ
る
。

元
來
法
制

的
言
群

か
ら
出
た
と

こ
ろ

の

「
急

々
如
律
令

」
が
諸
種
願
文
に
記
さ
れ
る

の
は
中
世
以

來
の
特
色

で
、
龍
大
所
藏
古
文
書

の
中
に
も
別
掲

の
如
き

一
断
片

へ
四
行
、
二

(
2
)

八

×
二
・
八
)
を
見
る

こ
と
が
出
來
る

ア急

耗

盧

神

急

如

律

將

軍

在

佛

神

符

ア令

な

お
願
文

の
初

め
に
掲
げ
ら

れ
た
物

品
及
び

そ
の

藪
量
は
、

お
そ
ら
く
諸
佛
諸
尊
前
に
奉
献

さ
れ
る
意

味

の
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
具
艦
的
に
そ

の
物

品
を
奉

献
し
た
か
に

つ
い
て
は
所
徴
が
な

い
。

(
3
)
 
布
薩
文

(
九
行
)

四
、
五
×
五
、
入

徳
僧
聴
。
外
有
溝
浮
大
沙
門
。
入

救
護
。
外
有
溜
漂
大
沙
門
。

可
行
等
作
布
薩
事
。

望
各

端
身
正
意
。
如
法

カ

行
沙
彌
等
三
読
大
徳

カ
大
徳
若
干
人
。
沙
彌

(若
)干
人
。
都

衆
和
合
。
布
薩
上

清
浮
妙
偶
。
打

或

音
某
甲
徳

㈲

表

白
文

(
十
四
行
)
九
、
○

×

二

二
、○

夫
仰
啓
蓮
花
藏
界
療

法
身
。
百
億
如
來
恒
沙

(化
)
カ

佛
。
清
涼
山
頂
大
聖
文
殊
。
鶏
足
巖
中
得
羅
漢
。
龍

(宮
)

カ

秘
典
。
就
頚
微
言
。
道
眼
他
心
。
一
心
賢
世
雄
。
般

足
運
悲
心
。
降
臨
道
場
。
謹
明
功
徳
。
厭
今
明

前
施
圭
。
乃
於
新
年
工
律
。
肇
啓
嘉
農
。
建

賓
坊
。
然
悪
燈
於
金
地
。
其
燈
乃
良
香
。

西
域
出
土
費
料

に
よ

る
中
世
佛

教
生
活

の

こ
繭
 
(
小
笠
原
)

-293-



西
域
串

土
資
料

に
よ
る
中
世
佛

教
生
活

の

一
勧
 
(
小
笠
原
)

「
樹
之
化
。
開
浮
夜
流
暉
。
似
天
邊
之
布
月
。

「
観
賢
聖
。
智
來
状
室
裏
之
分
。
星
甥
天
堂
之

カ

以
斯
然
燈
功
徳
。
向
廻
幅
因
。
先
用
荘
嚴
。

(龍
)

天
入
部
。
伏
願
威
光
。
韓
縢
幅
力
。
彌
増
興
蓮
。

救
入
護
關
。
叉
持
勝
幅
。
次
用
荘
嚴
。
施
主
即

唯
願
萢
千
突
。
増
萬
輻
善
業
障
恵
。
元
開

種
智
圓
明
。
等
法
身
之
堅
固
。
然
後
廓
固

頼
此
勝
因
。
齊
登
佛
果
。
磨
詞
般
若
。

(
3
)
 

は
布
薩
文
、
㈲

は
何
等
か

の
齋
會
に
お
け
る
表
白
文
で
唐
代

の
も

の
で
あ

る
。

今
、

ス
タ
イ
ソ
氏
所
獲
品
を
網
羅

し
た
矢
吹
博

士
編
著

の

『
鳴
沙
飴
韻
』

に

つ
け
ば
、

ほ

ゴ
同
趣

の
も

の
が

『
布
薩

文
』
又
は

『
印
沙
佛
文
』
な
ど
と
し

て
藪
勲
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
載

せ
て

『
大
正
藏
経
』

八
五
雀
古
逸
部

に
も

み
ら
れ
る
が
、
彼
此
相
封
比
す
る
と
き
、

は
西
域
諸
地
方

に
お
け
る
布

薩

會

の
盛
行
を
謹
明
す
る
も

の
で
あ
り
、

は
五
毫
山
文
殊
信
仰
な
ど
を
現
わ

し
て

お
る
。
し
か
し

『
鳴
沙
飴
韻
』
所
牧

の

「水
陸

無
遮

大
會

の
疏
文
」

と
部

分
的
に
相
違
す
る

は
、

お
そ
ら
く
三
長
月
中

一
月
中
旬

の
い
わ

ゆ
る
上
元
燃

燈

法
要

に
關
蓮
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

な

お

一
言
す
べ
き
は
、

私
は
昨
年
春

の
本
學
會
大
會

に

「
中
世

に
お
け
る
佛

教
生
活
」

を
取
扱
い
、
稿
を
本
誌

二
雀

一
號

に
揚
載
し

て
い
た
だ

い
た
が
、
そ

こ
に

「
南
死
阿
彌
陀
佛

々
子
答
諾
云

々
」
に
は
じ
ま
る

「供
養

文
」
を
紹
介
し

て
お

い
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

あ

の

「
供
養

文
」
も

注
目
す

べ
き
も

の
で

重
複
を
避
け

て
今

日
揚
出
を
略
す
る
が
、

文
末

尾
に
あ

る

「曹
家

大
媛
。

…
…

曳

汗
女

取
油

一
舛
。

魏
康
老
妻

一
舛
。

張
念
奴
既

取

一
舛
。

右
家

大
媛

一
舛
。

…
…
」
を
考

え
る
に
、

こ
れ
恐
ら
く
齋
會
に
當

つ
て
所
用
し
た
油
等

の
寄
進
列

名

で
あ

ろ
う
。
殊
に
婦
人
蓮
中
で
あ
る

の
は
注
意
す
べ
き

で
あ

る
。

上
述

の
表
白
文

・
供
養

文
に
は
、
既
 述

の

延
年
長
壽
所
願
文

の

場
合

と

異

り
、
総
じ

て
浮
土
教
的
色
彩

が
濃
厚

で
あ
る
。

今

の
文
書

に

「
南
死
阿
.彌
陀
佛

々
子
」
と
記
し
た

の
は
、

そ
れ
自
身

が
浮
土
教
信
仰

の
表
現
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
次

に
掲
げ
る

の

「
供
養

文
」
に
も

「
充
來
世
橋
梁
」

の
文
字

が
み

え
る

の
を
注
意
し
た

い
。
ま
た
そ
の
末

尾
に
は
供
養

の
麩
ま
た
は
鍍
籔

百
文

列
名

が
な

さ
れ

て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
齋
會

に
あ

た
つ
て
檀
越

よ
り
喜
捨

さ
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う
。

(5)
 
供
養
文

(
八
行
)

九
、
○

×
七
、
二

出
以
善
爲
先
不
造

何
爲
云
令
因
衆
等

次
敢

余
遜
寺
設
齋
。

一
供
將
充
來
世
橋
梁
。
馬
樹

獄
伍
舛
。
陣
派
五
百
丈
。
石

准
上
。
輔

王
西
天
萱
伯
丈
。
張
李
萱
伯
丈
。
石
丈

文
。
羅

田
遊
欽
壼
伯
丈
。
呂
嵩

一
百
丈
。
掲
孤
之

一
百
丈
。

賀
信

一
百
丈
。
費
忠
准
上
。

中
世
に
お
け

る
佛
教
徒

の
修
功
徳

の
行
業
は
、

六
ハ
朝
頃
よ
り
階
唐

に
亘
つ
て

殊

に
在
家

の
檀
越

が
個

入
的
ま

た
は
團
謄
的

に
熱
心

に
修
し
て

い
る
。
行
業

の

種
別
は
多
く
し
て
、
建
浮
屠

・
建
窟

・
修

寺

・
造

像

・
修
像

・
設
齋
會

・
諦
輕

・

爲
経

・
印
沙
佛
等

々
が
あ
る
。
而

し
て
そ
れ
を
修
し
た
人

々
の
だ
め
、
ま

た
は

そ

の
修
功
徳
業
の
渤
b共
の
た
め

に
、
多
く

の
難
験
傳

・
感
慮
傳
等

が
編
纂

さ
れ

て
い
る
。

次
に
掲
げ

る

「
佛
像
輕
典
修
造
文
」
は
蜥
片

で
あ

つ
て
何
人

の
も

の
か
不
明
で
あ

る
が
、
文
書

の
出
所
が
龍
大
所
藏

文
書

の
性
格
よ
り

云
つ
て
、

唐
代

の
西
州

(
吐
魯
杳
)
地
域

の
も

の
と
み
る

こ
と
が
出
來

る
。

し
か
も

そ
の

丈
書

の
末
尾
は
飴

白
多
く
、
自

ら
敬
慶

の
念

に
漏
ち
た
筆
致

で
あ
る
こ
と
が
看

-294-



取
せ
ら
れ
る
。

(5)
 

佛
像

経
典
修
造

文

(
三
行
)

九
、
六

×

一
四
、
○

七

襯
世
督
菩
薩

一

地
藏
…菩
薩
一

千
遍

爲
法
華
経
十
巻

右
件
功
徳
並
爲
修
造
畢

(飴
白
多
し
)

以

上
新
資

料
と
し

て
は

六
篇
を
掲
げ
た

が
、

こ
れ
以
外
に
も
同
趣

の
も

の
が

認

め
ら
れ
る
。
ま

た
龍
大
所
藏
品
以
外
、

例
え
ば
往

年
大
谷
探
槍
隊
將
來
品
に

依

つ
て
作
ら
れ
た

『
西
域
考
古
圖
譜
』
中
に
も
、
「
六
朝
爲
菩
薩
繊
悔
文
」
(
吐

硲
溝

出
土
)
「
六
朝
爲
錫
磨
文
」
(
庫
車
出
土
)

の
如
き
が
認

め
ら
れ
る
。

な
お

六
朝
末

の

「佛
名
経
」
書
爲
後

の
題
蹟

に

み

え

る

「清
信

士
」
「
仁
王
経
」
書

爲

の
題
蹟
に
み
え
る

「
白
衣
弟
子
」
等

の
文
字
も
注
目
に
便

す

る

も

の

で

あ

る
。
龍
大
所
藏
文
書
中
、

掲
出
を
保
留
し
た
も

の
に

つ
い
て
は
上
來
掲
出

の
も

の
と
共
に
今
後

調
査
研
究
を
進
め
、

漸
次
 爲
眞
圖
版

と
し
て
公
開
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

1

清
信
士
臭

君
範

の
所
願
文
は
上
下
破
闘

の
た
め
年
號

の
箇
所

「壽

九
午

壬
歳
辰
閏

八
月

二
日
」

と
み
え
、
「
延
」
字

を
駅

い
て

い
る

が
、
諸
般

調
査

の
結
果

「
延
壽

九
年
」

と
す

べ
き

こ
と
が
剣
明
し
た
。
な

お
高
昌
國

は
延
壽
十
七
年

郎
ち
貞
観
十

四
年

(
六
四
〇
)

に
唐
軍

の
討
滅
に
あ
う
て

い
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

2

「急

々
如
律
令
」

は
竜
と
漢
代

の
公
丈

に
見
え
る
も

の
で
、
事

の
急
を

示
す
語
で
あ

る
が
、

中
世
以
來
は
道
教
關
係

の
符
録

呪
丈
.の
末
句
と
し
て

使
用
さ
れ

る
に
い
た

つ
た
。

唐
李

元
叉

『
資

暇
集
』
巻

中
、
急
急
如
律

令
。

参
看
。

三

圭
と
し
て
龍
谷
大
學
所
藏
、

大
谷
探
槍
隊
將
來

の
西
域

出
土
文
古
書
中

よ
り

新
資
料
若
干
を
引
出
し
、

こ
れ
に
よ

つ
て
中
世
佛
教
生
活

の

一
端
を
物
語

ら
ん

と
し
た
が
、
資
料

の
意
味
す
る
も

の
よ
り
何
を
把
捉
し

え
た
か
と

い
う
黙

に
ま

と
め
て
の
べ
よ
う
。

第

一
に
佛
教
徒
と
し

て
延
年
長
壽
斬
願
文

を
草

し
た
場
合
、

中
國
的

な
道
教

的

要
素

と
習
合

し
た
も

の
を
出
し
て

い
る
。
而

し
て

「
急

々
如
律
令
。

溶

書
張

堅
固
。

時
見
李
定
度

云
々
」

の
符

呪
的
言
辮
を
使
用
し
、

露
験
冥
加
を
期
待
し

て

い
る
の
は

興
味
深

い
。
大
黙

に
中
世
以
來
、
符

呪
的
用
語

が
次
第
に

一
般
祉

會
に
お
け
る
費
買
契
約
交
書
等
に
使
用
さ
れ
る
に

い
た
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね

ば

な
ら
な

い
。
第

二
に
唐
代
盛
行

の
五
毫
山
信
仰
を
中
心

と
し
た
佛
教
奉
崇

の

行
業
が
、

各
種

齋
會

の
場

合
の
表
白
丈

に
現
れ
た

こ
と
は
、
第

一
の
場
合

と
共

に
佛
教

の
普
遍

化
を
意
味
す
る

で
あ
ろ
う
。

第
三
に
諸
種

の
供
養
文
等

に

お
い

て
は
現
世
的
な

祈
願
以
外

に
來
世

に
亘
る
漂
土
教
的
信
仰

が

表
現

さ

れ

て

い

る
。

絡
じ
て
中
世
に
お
け
る
佛

へ
の
所

念
の
篤

い
こ
と
は
、
宗
教

と
し

て
の
佛

教

が
中
世
赴
會
に
圭
艦
的

在
り

方
を
な

し
た

こ
と
を
示
す
と
お
も
う
。

第
四

に

西
域

の
吐
魯
番
。

印

ち
階
初
唐
頃

の
高
昌
國
、

或
は
唐
版
圖

と
な

つ
た
西
州
地

方

の
佛
教
事
情

が
、
必
ず

し
も

邊
境
的

の
も

の
と
考

え
ら
れ
な

い
こ
と
、
布
薩
會

の
行
事
な
ど

の
規

範
に
從

つ
て
行
わ
れ
て
い
る
事
例
に
よ

つ
て
謹
明

さ
れ
る

で

あ

ろ
う
。

之
を
要
す
る
に
中
世

の
佛
教

は
前
期

の
印
度
的
な
も

の
か
ら
次
第

に

後
期

の
中
國
的
な
も

の
に
韓

廻
を
な

し

つ
」
あ

る
が
、
そ

の
こ
時
期

の
在
り
方

の
交
互
し
た
と
こ
ろ
に
敬
慶

な
る
佛

教
生
活
が
樹
立
さ
れ
て

い
る
と
の
考

え
を

確

か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

(
丈
部
,省

科
學
・研
究
 質
補
助

に
ょ
る
研
究

の

一
部
4

西
域
畠

土
,資
料

に
ょ
る
中
世
佛
教

生
活

の

一
翻

(
か
笠
源
〉
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